
そのようなイベント続きの昨年でしたが、この勢いを借りて今年は両港での事業を進捗させていきたいと思いま
す。特に、三河港神野ふ頭西地区において、平成26年度から整備を行っている耐震強化岸壁(水深12m)の工事に
ついては、「一日でも早い供用を！」との港湾利用者の皆様の声にお答えすべく、事業進捗をはかって参りたいと
思います。

当事務所が担当しております三河港、衣浦港は、国内外の物流活動や生産活動の拠点であり、我が国の経済発
展・成長実現に必要不可欠な港湾です。今年も引き続き、施設整備やソフト・ハード両面からの総合的な防災・減
災対策などを着実に進めてまいります。本年もよろしくお願い申し上げます。

国土交通省中部地方整備局
三河港湾事務所発行（№115）

三河港湾
みかわこうわん

平成28年の秋、三河港の旬な現場には、たくさんの見学者が訪れました。

三河港湾事務所だより

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。皆様方の日頃からの三河港湾事務所に対する
ご理解とご協力に厚く御礼申し上げます。

年頭の挨拶にあたり「今年のお正月は例年になく穏やかでした。」と書こうとした
ら、実は昨年も全く同じことを書いていました。当地域では2年連続で穏やかな正月
を迎えたようです。

穏やかなお正月とは裏腹に、昨年は忙しい一年でした。三河港では、7月に海フェ
スタが開催されました。多くの皆様が港に来場頂き、中部地方整備局のブースにも足
をお運び頂きました。期間中の7月19日には秋篠宮同妃両殿下にも会場を視察して
頂きました。また、三河港の蒲郡地区では、開港50周年を記念して、クルーズ船や
帆船の寄港、sea級グルメ全国大会等様々なイベントが開催されました。

衣浦港においても、新たに中央ふ頭西地区の岸壁の予防保全事業を開始しました。
さらに、同港の亀崎地区の海浜にて行われる亀崎潮干祭が、「山・鉾・屋台行事」の
一員としてユネスコ無形文化遺産に登録されるという嬉しいニュースもありました。

三河港湾事務所長
鈴木 信昭

11/10（木）

知多地域の建設関係職員
30名が、三河港神野地
区耐震強化岸壁(水深
12m)を陸上と海上から
視察しました。

11/2（水）

東海工業専門学校生60
名が、三河港神野地区耐
震強化岸壁(水深12m)
の上部コンクリート施工
状況を視察しました。

11/16（水）

JICA主催の研修のため
来日したアフリカ10カ
国の港湾関係者14名が
三河港神野地区を視察し
ました。

11/24（木）

岐阜県可児市職員14名
が、三河港神野地区耐震
強化岸壁(水深12m)の上
部コンクリート施工状況
を視察しました。
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※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

三河港神野ふ頭西地区において、平成26年度から整備を行っている、耐震強化岸壁（水深12m）工事の進歩
状況についてお伝えします。

12月現在において、平成27年度に発注した2件の工事により、約94m部分の深層混合処理工法による地盤
改良は完了し、現在、その上部をコンクリートで覆う工事（上部工）を施工しています。今後も引き続き工事
の進歩状況についてお知らせしていきます。

三河港湾ギャラリー

作品No.50 ずらりと並んだ自動車

上部工施工状況

約94m
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※施工中
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